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防水アーカイブズ資料館　館長　

田中享二

1945 年 12 月    札幌生まれ
1971 年   3 月    北海道大学工学部建築工学科大学院修士課程修了
1971 年   4 月    東京工業大学助手
2011 年   3 月    同大学定年退職
学部学生の時から現在にいたるまで、防水研究と教育に携わる。

防水アーカイブズ資料館の
スタート

　防水遺産の散逸、消失を憂えた仲間が集まり、それらの保存作業に着手

したのは 10 年ほど前のことです。そして作業を始めてみて驚いたのは、あ

れほどたくさんあったはずの資料が、身近にはほとんど見当たらなくなっ

ていたことでした。

　どのような分野もそうですが、現在の技術は過去の技術の積み重ねの上

にあります。そして過去と現在の技術は、未来の技術の孵卵器となります。

だから過去と未来はつながっているのです。過去の情報は古いからといっ

て安易に切り捨ててはなりません。実は現在のものも同じ運命にあり、当

たり前のように我々のまわりにある防水情報も、手をこまねいているとや

がて霧散消失してしまいます。

　このアーカイブズ活動はボランティアで始まったささやかなものでした

が、10 年の間に資料が少しずつ集まりはじめ、気が付くと個人が保管する

規模を超えるようになりました。今度はこれら防水遺産の保管をどうする

かが課題になりました。遺産の散逸を防ぐために始めた活動ですから、そ

れらの保管がしっかりできなくては、意味がありません。

そのため何人かの防水分野の先輩に相談しました。やはり先輩方も防水遺

産の散逸を懸念されていて、それらの保存施設設立に賛同をいただきまし

た。そして今年の 6 月、防水アーカイブズ資料館として発足させることが

できました。

これまで防水に係わる「文書」、防水分野で活躍された「ひと」、それと防

水工事に使われた「もの」を中心に収集をしてきましたが、資料館として

施設ができましたので、これからはもう少し幅広い活動ができそうです。

この防水アーカイブズ資料館は世界中のどこにもありません。ですからお

手本はありません。すべてこれからの仕事です。これには資料館設立に賛

同し、協力してくださった皆様の意見を取り入れながら、いっしょに形を

作ってゆきたいと考えています。ぜひ積極的にご意見や要望をお寄せいた

だきたいと思います。

我が国で最初に防水工事が行われたのは、明治 38 年（1905 年）の大阪瓦斯

事務所建物といわれています。それから数えるともう１世紀の時が流れま

した。防水も歴史的時間軸のなかで見つめるべき時期になっています。こ

の資料館を通して、幾多の困難を乗り越えここまでの技術を作り上げてき

た防水の先輩たちに敬意を払いながら、防水遺産を次の世代につないで行

きたいと強く思っています。

たなか・きょうじ

巻頭言
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　この建築学会 WG での成果を核として 2019 年、一

気に設立への機運が高まったのですが、コロナ禍に

より、完全に中断しました。設立の動きが再開した

のは昨年末からで、まず業界の重鎮へのヒアリング

を行い、全国防水工事業協会など日本防水業界のトッ

プとの２度にわたる準備会での調整を経て、今回の

設立報告会の開催に至りました。

　設立報告会は 2023 年 5 月 31 日、東京ビッグサイ

　「我が国の防水工事に関する情報・文書・文献など

の防水遺産を後世に引き継いでゆく」ことを目的と

して（一社）防水アーカイブズ資料館が設立されま

した。

　発起人は代表の東京工業大学田中享二名誉教授、

副代表の千葉工業大学石原沙織教授のほか、全国防

水工事業協会髙山宏前会長、100 年の歴史を持つ防水

材メーカーの日新工業・相臺公豊会長および田島ルー

フイング・田島常雄会長、また、防水関連７団体のトッ

プ、さらに組織の母体となった日本建築学会防水アー

カイブズワーキンググループ委員ら（別掲）で、合

計 26 名。

　防水アーカイブズ資料館の構想は、防水資料散逸

の危機を覚えた田中代表理事が 10 年前から温めてい

たものです。防水研究者や業界歴史をよく知る人達

との意見交換の結果、第一段階として 2013 年に建築

学会の防水工事運営委員会の中に「防水アーカイブ

ズあり方検討委員会」を設け研究成果を毎年建築学

会大会で発表してきました。WG はその後、「防水アー

カイブズ検討 WG」と名称変更し、これまでに 33 編

の論文発表を行っています。

オール防水でのサポート訴える
「一社　防水アーカイブズ資料館」設立報告会

髙山　宏     （一般社団法人 全国防水工事業協会 前会長）
相臺　公豊（日新工業㈱代表取締役会長）
田島　常雄（田島ルーフィング㈱ 代表取締役会長）

有山幸治郎  （一般社団法人 全国防水工事業協会 会長）
苅谷　純　  （日本シーリング工事業協同組合連合会 会長）
髙城　哲也  （一般社団法人 日本防水材料協会 JWMA 会長）
大島　幸雄  （日本シーリング材工業会 会長）
和田　裕　  （日本シーリング材工業会 前会長）
渡部　秀晴  （日本樹脂施工協同組合 理事長）
渡辺　清彦  （全国ビルリフォーム協同組合連合会 会長）

田中　享二  （東京工業大学 名誉教授）
石原　沙織  （千葉工業大学 教授）
中沢　裕二  （日本建築学会防水アーカイブズ検討 WG 委員）
関原　克章  （日本建築学会防水アーカイブズ検討 WG 委員）
松尾　隆士  （日本建築学会防水アーカイブズ検討 WG 委員）
桑田　恵美  （日本建築学会防水アーカイブズ検討 WG 委員）
清水　市郎  （日本建築学会防水アーカイブズ検討 WG 委員）
寺内　伸　  （日本建築学会防水アーカイブズ検討 WG 委員）
野口　修　  （日本建築学会防水アーカイブズ検討 WG 委員）
山田　人司  （日本建築学会防水アーカイブズ検討 WG 委員）
吉永　忠     （日本建築学会防水アーカイブズ検討 WG 委員）
飯島　義仁  （日本建築学会防水アーカイブズ検討 WG 委員）
上西　明　  （日本建築学会防水アーカイブズ検討 WG 委員）
阿部　栄治  （日本建築学会防水アーカイブズ検討 WG 委員）
森田　喜晴  （日本建築学会防水アーカイブズ検討 WG 委員）

発起人名簿

挨拶する石原沙織副代表理事（千葉工業大学教授）
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トで開催中の第 27 回 R ＆ R 建築再生展の会場で開

催され、田中代表は「わが国で初めて近代的な防水

が施工されたという 1905 年以来、我が国の防水は優

に 100 年を超える歴史を持つ。この遺産は次世代へ

の貴重なプレゼントになるものであり、それが今ま

さに散逸しつつある。保存対象は、図面、工事記録、

カタログ、仕様書、マニュアル、論文などを中心に、

防水技術者や職人などのヒト情報も重視している。

将来的には、材料やサンプル、機械・器具なども対

象としていく方針。現在これらの資料は JWMA・（一

社）日本防水材料協会の好意で会議室に置いていた

だいていているが、手狭になっているのも資料館独

自の施設設立を急ぐ理由のひとつだ。資料館が『過

去と現在の技術を未来へつなぐ』という重要な役割

を果たせるよう、オール防水で支えていただきたい」

と協力を訴えました。

乾杯のもよう

設立報告会のもよう

質疑応答
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なぜ今、防水アーカイブズなのか
〜その目的と活動目標〜

　いよいよ運営の第一歩を踏み出した（一社）防水アー

カイブズ資料館。その目的と活動目標について田中享

二代表は設立趣旨書の中で次のように述べています。

　「わが国で最初に防水工事が行われたのは、明治 38 

年（1905 年）の大阪瓦斯事務所建物と云われています。

それから数えると、わが国の防水も優に 100 年の歴

史を持ちます。その間、先人たちにより材料・工法が

研究され、多くの書籍や技術資料が整備され、そして

施工がなされ、現在に至っています。どの分野もそう

ですが、現在の技術は過去の技術の積み重ねの上にあ

ります。そして過去と現在の技術は未来の技術のイン

キュベーター（孵卵器）となります。だから過去と未

来はつながっています。過去の情報は古いからといっ

て安易に切り捨ててはなりません。ただ残念なことに、

防水の分野では過去の材料、関連したひとの情報、関

係した貴重な文書などは多くが捨てられ、消失してい

ます。実は現在のものも同じ運命にあり、当たり前の

ように我々のまわりにある防水情報も、手をこまねい

ているとやがて霧散消失してしまいます。これら貴重

な防水遺産の消失を何とか食い止めなければならな

い、そう考えた有志が集まり、日本建築学会防水工事

運営委員会内に、防水アーカイブズワーキンググルー

プを 2013 年４月に作っていただき、活動を開始しま

した。ただ学会のワーキンググループは期間限定の短

期的組織であり、これら防水遺産の長期保存に耐えう

る組織ではありません。また収集した文書類の保管は、

（一社）日本防水材料協会のご厚意で、現在は会議室

内に保管していますが、今後も増える防水遺産の安定

的な受け皿として、またそれらを後世に引き継いでゆ

く施設がどうしても必要です。これが今回設立を目指

す（一社）防水アーカイブス資料館です。これを確実

にするために、しっかりとした組織と拠点を作り、防

水関係者全員でこれを支えて行こうというのが、今回

の設立の趣旨です。これはわが国に防水があるかぎり

存続し続けます。強く協力をお願いする次第です。」

　この趣旨に防水に関係する多くの方々からご賛同

と共に多大なご厚意を頂くことができ、足もとを固

めながら具体の活動に向けてスタートすることとな

りました。

防水アーカイブズ資料館の目的と
活動目標

防水シンポジウムでアーカイブ構想と進捗状況を説明する田中館長
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2023 年建築学会大会（京都）では４編の研究論文を発表
　９月 12 日〜 15 日の 4 日間、京都大学吉田キャ

ンパスを会場に 2023 年度日本建築学会大会（近畿）

が開催され、　防水アーカイブズ関連研究は次の４

題が発表されました。

　メンブレン防水層の性能評価試験方法の系譜（清

水市郎（建材試験センター）・田中享二・松尾隆士）

／断熱防水工法の歴史（吉永忠（田島ルーフィング）・

関原克章・中沢裕二・田中享二・松尾隆士）／我が

国における建築用シーリング材の変遷（野口修（マ

サル）・飯島義仁・寺内伸・松尾隆士・田中享二）／シー

リング材の最適断面形状の研究の経緯と標準化の変
今年も防水関係の会場は満席。

遷（飯島義仁（日本シーリング材工業会）・野口修・

寺内伸・松尾隆士・田中享二）

〔18 頁に関連記事〕

　現在のメンブレン防水・シーリング防水と技術体系

は先人たちが築いてきた、過去の膨大な情報の上に成

り立っています。それは幾多の漏水事故を糧として設

計、材料、施工が進歩してきたからとも云えるでしょう。

そして将来の防水は現在の情報の上に作られていくこ

とになります。多くの人は田中享二先生の「過去を学

ぶことは将来を考えることである。」という言葉に賛同

を示されると思いますが、それを実行することは必ず

しも容易ではありません。実行するためには 「防水の過

去から現在をつなぐ装置」が必要であり、そのーつが

防水アーカイブズだと云えるでしょう。

　アーカイブズといっても、対象は古いものだけではあり
ません。そこに活動の難しさも潜んでいます。田中先生は

「実は現在のものも危ない。現在のものはまわりにもふんだ
んにあり、電話でお願いすればすぐに材料も技術資料でも
入手できるため、誰も取っておこうとは考えないが、放っ
ておくと（古いものと）同じ運命をたどるからだ」と指摘
します。過去から学べるのは人間だけであり、それが知恵
でもあり、単に消えてゆくものを惜しむノスタルジーでは
ないのです。ただ、「アーカイブの原則として、現在の価値
判断による取捨選択はすべきでない」（松尾隆士氏、防水アー
カイブズ検討 WG 幹事）というように、時代とともに変化
する価値基準とどう対峙していくかが常に問われることに
なるでしょう。このことが現実的な資料収集活動をむずか

防水アーカイブズ WG の成果と
防水アーカイブズ資料館が目指す役割

アーカイブは防水の過去から現在を
つなぐ装置

しくする要因のーつとなっています。
　設立から 10 年、地道な活動を経て、ＷＧの名称は「防

水アーカイブズ検討ＷＧ」と変わり、少しづつ成果を

上げてきました。建築学会大会での発表論文は 33 本に

達し、メンブレン防水・シーリング防水に関する貴重

な資料の掘起こしと、そこから見えてきた研究開発に

かかわった技術者や技能者、研究者たちの熱い思いが

明らかにされてきたと思います。彼らの熱意は、時々

の JIS. JASS その他の規格に反映され、日本の防水のレ

ベルを高めてきました。その工程、過程を資料から読

み取ることもアーカイブズの醍醐味の一つでしょう。

　また、「防水アーカイブズの先進性」についても触れ

ておくべきでしょう。例えば、建築アーカイブズといっ

た場合には、ある建築家、あるいは建物の資料といっ

た一つのまとまりを持った資料群が対象となりますが、

今回は “ 防水 ” という一つの概念に基づく分野が対象と

なることから、そのイメージは明確であっても対象と

なる資料の範囲を確定することが難しい、もしくは確

定しえないというところがあると思います。私たちが

目指しているのは防水技術ですが、それが何にせよ特

定の技術分野のくくりでアーカイブズを構築しようと

いう行為は、現在の建築分野では先進的な試みと云え

るのではないかと考えます。

　10 月 19 日現在、寄付金は約 1 千万円、個人会員 33、メー
カー・ディーラー会員 13、施工会社会員 17、団体会員３、
の合計 66 となっています。（事務局）

防水アーカイブズの先進性
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　この度、防水アーカイブズ史料館の副館長を仰せつ

かりました千葉工業大学の石原沙織です。田中先生と

日本建築学会防水工事運営委員会防水アーカイブズ

WG の委員の方々が、10 年間かけて防水遺産を収集し、

調査し、構想を練り、そのご尽力の成果として、2023

年 6 月に防水アーカイブズ史料館が開設されました。

私はこれまで、日本建築学会大会において防水アーカイ

ブズ WG の活動成果を拝聴するに過ぎなかったので、

副館長とは名ばかりの状態です。今後は会員の皆様と

共に、後世に防水遺産を継承する一助になれればと

思っております。

　さて、防水アーカイブズ史料館の会員の皆様に

石原沙織（副館長、海外情報担当）

海外情報の発信

2011 年 3 月　東京工業大学にて博士（工学）を取得。

同大学の博士研究員、千葉工業大学工学部建築都市環境学科助教、同大学創造工学部建

築学科准教授を経て 2023 年 4 月より同大学教授。

日本建築学会、日本材料学会、日本建築仕上学会、日本木造住宅産業協会、都市緑化機

構などの委員会委員を歴任。

いしはら・さおり

送られる会誌では、海外情報も発信することにな

りました。その担当をさせて頂きます。主には CIB 

W83 International Roofing Committee よ り 発 信 さ れ る

情 報（CIB と は International Council for Research and 

Innovation in Building and Construction の略で、1953 年

に国連の支援を受けて設立された、建築・建設分野の

政府系研究機関間の国際的な協力と情報交換を促進す

ることを目的とした団体。W83 の最後のミーティング

は 2021 年 9 月 14 日でしたので、しばらく活動が休止

中）や、ICBEST や DBMC などの 3 年に 1 度開催され

る国際会議での防水に関連する内容などを紹介してい

きたいと思います。どうぞよろしくお願い致します。

　防水アーカイブズの保存情報の 3 本柱の一つである

「ひと」情報は、人名録としてファイリングして保存

しています。人名録には防水に係る立場や関与の形に

拘らずに多くの方々に登録をお願いしています。直接

的に防水工事に関与している防水工事の施工を担当す

る会社の社長を始め社員や職人の方々、防水の設計に

関与されている設計事務所、建設会社、コンサルタン

トの設計者の方々、防水材料の製造所の営業担当、技

術担当、施工担当の方々が対象となります。さらには

間接的に防水工事に関与している大学や建設会社など

の研究者の方々、防水関連団体の職員の方々、出版社

防水に係わる「ひと」の情報の保存活動
－人名録の収集－
山田人司（館員、ひと情報担当）

やまだ・ひとし
1980 年 3 月　北海道大学工学部建築工学科卒業。1980 年 4 月　㈱間組　入社。技術研

究所にて建築材料の研究開発を担当。2015 年 7 月　㈱間組　定年退職。1990 年頃より、

日本建築業連合会、日本建築学会、日本建築仕上学会、コンクリート工学会などで材料

の調査研究委員会に参画。2015 年～ 2018 年日本建築学会防水工事運営員会主査。

の編集員の方々が対象となります。なお、対象年齢は

今のところ 60 歳以上としております。現在までに、

およそ 300 名の方が登録されています。

　人名録の内容は、氏名、生年月日のほか防水分野で

の活動内容を写真、エピソードを交えて自由に記載し

て頂いています。本人以外の記載も受け付けています。

　これからも「ひと」情報である人名録の拡大を図る

ため、防水関連団体や防水施工会社、また大学、建設

会社、設計会社、建築学会などで防水に関わる方々に

人名録の活動の周知と認知度の向上に努めてゆく所存

です。皆様方のご協力と情報提供をお願いいたします。
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防水アーカイブズ資料館図書の現状、
方針、今後の計画について

　防水アーカイブズ資料館目的の一つである、表１の

文書関連の保存について、以下の通りに行う。

　現在は、過去に集約、提供等された書籍・文献資料

等の文書類を保管している。今後は、文書類を、書籍

（専門書、仕様書、業界団体マニュアル等）、雑誌、材

料カタログ、等に精査分類し、表題名・著者名等のデー

タベース化（見える化）、を行う。その後、文書類を、

インターネット上で、検索が出来るように整理する。

ネット上では、表題・著者名・キーワード・内容の概

要等が検索出来るように検討する。

　又、将来に亘り新たな文献資料・専門書等の文書類

の収集も計画する。

清水市郎（館員、図書担当）

表 1 想定される保存の対象 

しみず・いちろう
1950 年 2 月 3 日　福島県郡山市　生れ。1972 年 3 月東京電機大学工学部応用理化学科

卒業。４月 ( 財 ) 建材試験センタ - 中央試験所入社　建築用仕上材料の物性試験に従事。

現在、日本建築学会 防水工事運営委員会 WG に参画

図書・文書の保存状況
（日本防水材料協会内に保存し希望者には閲覧可能としてある）
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　個人的な話で恐縮ですが、数年来、枯れ木の如く何

の役にも立てずにアーカイブズ検討 WG に参加、半

ば末席での拱手傍観を決め込んでいたところ、いよい

よ「資料館」設立となり、業界誌編集歴に目を付けら

れたか、分不相応にも広報担当の任を仰せつかってし

まったようです。まずは（一社）防水アーカイブズ資

料館の活動を紹介する会報誌『防水アーカイブズ通信』

発行からのスタートとなりますのでよろしくお願い致

します。当面は年 2 回の発行を予定、会員各位への組

織及び活動内容の周知が主目的になりますが、皆様か

らの情報提供等も頂きながら資料館の活動あるいは会

誌の発行が軌道に乗るにつれ、行く行くは内容も様々

に変化し、対外的な資料館の存在認知、そして活動の

広がりにもつながるようになればと考えています。防

水遺産を後世に引き継ぐという「防水アーカイブズ」

　この度、一般社団法人「防水アーカイブズ資料館」

が設立され、様々な活動が計画されております。アー

カイブズ研究の意義については、田中館長より、数多

くの情報が発信されております。私は長年、主にアス

ファルト系材料の研究に携わってきましたが、振り

返ってみますと、「温故知新」（故きを温ね新しきを知

る）に集約されるように感じております。

　日本建築学会 防水アーカイブズ検討 WG の一員とし

て 7 年が経過し、様々な経験をお持ちのメンバーの方々

のお話が聞けたことに深く感謝しております。

　これまでの研究成果として建築学会大会で発表され

た論文は別掲 (11 頁〜 16 頁）の 33 編となります。

　この中で一番印象に強く残っているのが、昭和 8 年

竣工大阪ガス南館の建設記録の映像記録です。デジタ

の重要性は誰しもが認めつつも、それに対するスタン

スは各人各様、今回の発起人各位にあってもその思い

や熱意は当然、濃淡様々だろうと思います。そういう

自分も、そもそもは興味本位、古参メンバーの飯島氏

の誘いで参加したのが始まりで、例えば、日本で初め

て 2 成分形シーリング材の練混ぜに使ったのは何処ぞ

から探してきた飴を練る機械だったと、だいたい 2 成

分形が常用されているのは日本くらい、世界はほぼ 1

成分形というのも日本はガラパゴス的なのですが、そ

れが飴の練り機に始まる、日本独特のシーリングの歴

史の一端を形成したという奇異ともいうべき話で、そ

のようなことに気を惹かれたのがきっかけです。深く

もなくアカデミックでもありませんが、そのようなス

タンスも持ち続けていければと思っています。

あべ・えいじ
1977 年大学卒業、（有）新樹社入社。1989 年テツアドー出版㈱入社。2001 年（有）アー

スロード設立、業界誌記事・書籍の取材・編集に携わり現在に至る。1951 年生まれ。

阿部栄治（館員、広報担当）

せきはら・かつあき
1943 年 6 月 7 日　旧満州　奉天（現・瀋陽）生れ。1962 年 3 月北海道倶知安高等学

校卒業。1966 年 3 月　　工学院大学工業化学科卒業。1966 年 4 月　日新工業株式会

社入社。2023 年現在　技術関連部門の担当を経て、2013 年より監査役。

　これまでの研究と今後の取り組みについて　
関原　克章（館員　研究担当）

ル資料へ変換し「防水アーカイブズ資料館」に保存で

きればと強く思っています。調査、研究を進めると他

にも貴重な資料が見つかるかもしれません。

　今後の課題は、環境への影響と持続可能性と考えて

おります。防水材料・工法の使用は、環境に与える影

響も考慮すべき重要な要素です。アーカイブズ研究を

通じて、過去の防水技術が環境にどのような影響を与

えたかを分析し、持続可能な防水へのアプローチのヒ

ントを見つけだすことができます。これは現代の防水

技術開発において、環境への配慮を重要視する際の指

針となります。今後、資料館の一員として調査研究を

行ってまいります。幅広く皆様方の情報の提供をお願

い致します。

広報活動への取組み
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　「アーカイブズ」の辞書的意味は「記録」あるいは「保

存記録」。防水アーカイブズ資料館が目指すのは、防

水技術に関わる文書・もの情報・人情報を収集し、現

在のあるいは未来において問題解決に取り組む人が、

活用（閲覧）しやすいように整理することです。

　防水に限らず、「先人に感謝」や「過去に学ぶ」と

いう言葉は、団体会合の挨拶でしばしば述べられます。

「先人の堀った井戸に感謝しよう」とも。時には「我々

は新しい井戸を掘らねばならない」と続くこともあり

ます。

　この言葉を否定する人は少ないけれど、うなずくだ

けの人もいれば、やみくもにシャベルをもって掘り出

す人、誰かに掘らせようと思う人もいる。井戸は永遠

に井戸であり続けることはなく、突然枯れます。新し

い井戸を掘るために「先人によって掘られた井戸」を

改めて見直した時、たまたま掘ったら水が出たのか、

求めて掘ったのか、その時の気候は、土質は、道具は、

何人で、どんな方法で、どのくらいの期間で、という

ことを調べたがる人や、どんな失敗を経て、井戸の水

質やメンテや管理、権利は、という面に興味を持つ人

もいます。それは原料メーカー・防水メーカー・販売

店・施工店・建築技術者・研究者・マスコミなど、立

場によって、視点は微妙に異なるから当然です。

森田喜晴（事務局長）

もりた・よしはる

無事57人&社で出航しました。

1977 年　立命館大学文学部（哲学科）卒。同年（有）新樹社入社。2006 年　介護退社。　

2010 年　週刊「ルーフネット」配信開始。　（一社）日本金属屋根協会月刊機関誌で「あ

の屋根この屋根」、「銅屋根クロニクル」連載中。中銀カプセルセルタワー、茅葺技術、

雨仕舞の文化史、などをテーマに執筆。　団体周年記念誌など編集企画。　1950 年京

都生まれ。

　当資料館は簡単に言えば、防水図書館（資料館）です。

この時代、立派な資料館の建設は不可能です。貴重な

一次資料の保管と、防水技術に関する資料の、検索し

易い環境造り。それが 10 年以上の準備を経て、少な

くない私費を投じて、防水業界に設立を呼び掛けた田

中享二館長の思いなのだと、事務局長という最も不向

きな役割を仰せつかった私は理解します。この作業は、

本来防水工事団体や、メーカー団体が行うべき事業で

す。しかし現実を知るものとしては、一企業や団体で

行うことは、大変困難なことも分かります。それらも

踏まえて田中館長が立ち上がり、船は荒波（？）にむ

かって出航しました。まずは過去数十年にわたって館

長が収集した、防水技術関する書籍、論文、規格、指

針などを整理して、徐々にデジタル化してゆく。会員

は、それをリアルにまたは HP 上で、閲覧できるよう

にしてゆく、主にそのために集まった寄付金と会費を

活用してゆくことになります。

　今さらユークリッド幾何学時代の英国詩人の言葉で

もありませんが、「最良なる未来の預言者は、過去で

ある」（バイロン）。人間は過去からしか学べません。

さらに、もし時間が直線でないならば、未来は過去の

背中を追っているのかもしれません。

（尾形）光琳かるた

天智天皇

秋の田の　仮庵（かりほ）の庵（いほ）の　苫（とま）をあらみ

わが衣手（ころもで）は　露にぬれつつ

現代語訳

秋の田の番をする仮小屋の屋根をおおった苫とまの編み目が粗いので、

私の袖は屋根から漏れる露に濡れてしまうなあ。
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　第 15 回日韓建築材料・施工ジョイントシンポジウ

ムが８月８日から 10 日までの 3 日間、韓国の HOSEO

大学で開催されました。

　このシンポジウムは、第 1 回が 1994 年 8 月 18 日に

韓国忠南（チュンナン）大学で開催されて以来、日本・

韓国の両国で交互に開催しているものです。前回の第

14 回がコロナ禍によりオンライン開催となったため、

リアルでの開催は 3 年ぶりとな

ります。日本からは、田中享二

東京工業大学名誉教授、野口貴

文東京大学教授をはじめ、50

名の建築材料・施工関係の研究

者が参加、24 名が研究発表を

行いました。韓国側からも 50

名が参加、総勢 100 名の日韓の

建築材料分野の研究者が集い、

研究成果の発表やセミナーを通

じて交流を深め有意義な会とな

りました。

 

　初日は夕刻から Welcome Reception を開催、8 月 9 日

のオープニングセレモニーでは、組織委員長のクォン・

ヨンジン HOSEO 大学教授が「第 15 回目の日韓ジョイ

ントシンポジウムが私たちの HOSEO 大学で、このよ

うに対面で開催することができました。組織委員長と

第 15 回日韓建築材料・施工シンポジウム
韓国 HOSEO University（湖西大学校）で開催

オープニングセレモニーのもよう

日本からは 50 名が参加　田中享二・野口貴文氏が特別講演
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田中  享二　( 東京工業大学）
大久保孝昭　( 広島大学）
湯浅  昇　( 日本大学）
新  大軌　( 島根大学）
藤本 郷史　( 宇都宮大学）
石原沙織　( 千葉工業大学）
北垣亮馬　( 北海道大学）
金  志訓　( 室蘭工業大学）
小島  海志　( 室蘭工業大学）
濱  幸雄　( 室蘭工業大学）
高橋  柊帆　( 室蘭工業大学）
新堀  智也　( 室蘭工業大学）
山田  陸生　( 室蘭工業大学）
張  峰　( 室蘭工業大学）
鈴木澄江　( 工学院大学）
粂内完太　( 工学院大学）
竹内秀人　( 工学院大学大学院）
伯耆原康男　( 日本大学生産工学）
谷口円　( 室蘭工業大学）
阿部道彦　( 工学院大学）
横井  健　( 東海大学）
福島  蒼平　( 東海大学）
古賀純子　( 芝浦工業大学）
崎原 康平　( 琉球大学）
豊田 颯太　( 琉球大学）

宮内  博之　( 建築研究所）
野中  英　　(( 株） 熊谷組）
イーサ  ガサク ( 建築研究所）	
冨田　澪　( 工学院大学）
溝口  光男　( 室蘭工業大学）
濱崎  仁　( 芝浦工業大学）
飯田  雄大　( 芝浦工業大学）
小山智幸　( 九州大学）
徐元遇　( 九州大学）
道正  泰弘　( 名城大学）
近藤直斗　( 名城大学大学院）
野口貴文　( 東京大学）
宇野 光稀　( 島根大学）
窪田夏美　( フローリック）
高塚  稜　( 島根大学）
金  準鎬　( 東京理科大学）
崔 烘福　( 東京理科大学）
川上  真由　( 東京理科大学）
三浦　烈　( 琉球大学）
波平康太　( 琉球大学）
兼松  学　( 東京理科大学 ）
吉田 夏樹　( 島根大学）
松田涼希　( 八戸工業大学大学）
澤田遼和　( 八戸工業大学大学）
田村雅紀　( 工学院大学）

してとても嬉しく思い、参加する皆様を心から歓迎し

ます。今回のジョイントセミナーは 3 年ぶりにオフラ

インで行われる非常に大きな意味があり、韓国と日本

で約 100 人余りが参加する規模となりました。今回の

シンポジウムでは、建築材料特性や防火材料など建築

材料及び施工分野を総合的にまとめる研究論文を発表

する学術研究交流の場になるだけでなく、韓日両国を

互いに理解する民間外交の役割にも大きな意味がある

と考えます。どうぞ私たちの大学で行われるジョイン

トシンポジウムが非常に意味のあるセミナーになるこ

とを期待し、開催に尽力してくださった両国組織委員

会と協賛してくださった関係機関、そしてスタッフの

皆さんに心から感謝いたします」と歓迎の挨拶で参加

者を迎えました。

　引き続き、主催者による挨拶の後、韓国からクォン・

ヨンジン教授が「HOSEO 大学消防防災学科と建築防

火研究室の研究現況」、日本側からは田中享二名誉教

授が「研究50年でやっと理解できた防水の意味」のテー

マで特別講演を行い、さらに、野口貴文教授、金圭庸

忠南大学教授の特別講演に続いて、材料や維持管理に

関して 33 題の口頭発表と 12 題のポスター発表が行わ

れました。

　また、8 月 10 日はテクニカルツアーとして KICT の

Fire Safety Laboratory の見学を行いました。

プログラムポスターセッションのもよう

参加者名簿（参加受付順）
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● 防水アーカイブズ構想とそのフィジビリティスタディ　
1659　日本建築学会大会（近畿）2014 年９月
　田中享二、松尾隆士
要旨：わが国初の防水層施工は、明治 38 年（1905）大
阪瓦斯本社ビルであるとされる。爾来 100 年以上を経て、
今や防水は雨水の浸入防止、建物保護の観点から、建築に
欠くべからざる技術要素となっている。一方でこれに係わ
る過去の材料、技術、ひとに関する情報は急速に消失しつ
つある。現在のものであっても同様となるかもしれない。
これら蓄積された情報は単なる過去の遺産ではない。将来
の防水に役立つ貴重な資料である。そのためこれらを散逸
させず、保存しておく必要がある。その受け皿としてアー
カイブズのような仕組みを立ち上げる必要がある。ただ残
念なことに防水技術に関する類似の施設は存在しない。ど
のようなものを構築してゆけばよいのか。筆者らは防水
アーカイブズに必要とされること、それを具体化するため
の事項を検討した。

2016 年
● 防水アーカイブズに関する研究
その２　霞が関ビル CW シーリング設計関連資料収集状
況
　1679　日本建築学会大会（九州）2016 年８月　
　寺内　伸、田中享二、飯島義仁、野口　修
要旨：本 WG は 2013 年４月材料施工委員会・防水工事
運営委員会に、防水アーカイブズありかた検討 WG とし
て設立された。その重要性とその意義・目的などは 2014 
年度建築学会大会で報告されている。その後 2015 年４月
防水アーカイブズ資料収集・整理 WG が設立され、具体
的な作業活動に入り現在に至っている。その第１報として
霞が関ビルに関して報告している。本報文はその１である。
霞が関ビル CW 設計・施工は前例のないパイオニア的技
術で、その後に建設された多くの超高層ビル CW シーリ
ング設計・施工に多大な影響を与えた。
　霞が関ビル CW・シーリングの設計関連の資料収集状況
について報告した。特に施工直前に実施した実験により、
その後の規格制定の参考になった目地ムーブメントの測定
結果などについて紹介している。

● 防水アーカイブズに関する研究　
その３　霞が関ビル CW シーリング施工関連資料収集状況
　1680　日本建築学会大会（九州）2016 年８月
　飯島義仁、田中享二、寺内　伸、野口　修、松尾隆士　
要旨：防水アーカイブズ研究その２（霞が関ビル CW シー
リング設計関連資料収集状況）に続く防水アーカイブズ研
究その３「霞が関ビル CW シーリング施工関連資料収集状
況について」の報告である。防水アーカイブズ WG の活動
事例として、霞が関ビル施工関連資料収集状況および施工
に関係した人名録を報告している。今後工事にかかわった
職人の名前などの調査を継続する。

2017 年
● 防水アーカイブズに関する研究
その 4　1933 年竣工の大阪ガスビル南館のメンブレン防
水について
　1438　日本建築学会大会（中国）2017 年８月
　中沢裕二、田中享二、佐野吉彦、上西　明、松尾隆士、
関原克章
要旨：近代防水の始まりとされる大阪ガス旧本社ビルの防
水に関する報告である。大阪ガスビル南館は安井武雄の設
計で 1933 年（昭和８年）に竣工した．当時は最新式の現
代的な建物と言われた。本ＷＧの活動過程で、大阪ガスビ
ル南館の防水工事の工事記録映像の存在が明らかとなり、
当時の防水の施工状況を動画で確認した。また、当該建物
の室内（厨房）防水層の経年防水層分析結果も明らかとなっ
た。本報では、同時期に竣工した東京中央郵便局の経年防
水層分析試験結果との対比も含め、得た情報を報告した。
昭和初期の近代建築黎明期におけるメンブレン防水は、設
計、施工および材料製造が一丸となって、新規技術の開拓
を模索していた時代と思える。当時の技術は技術進歩によ
り姿、形を変え、現在にも大きな影響を与えている。

2018 年
● 防水アーカイブズに関する研究　
その５　防水アーカイブズ資料としての「ひと」情報収集
の現状
　1624　日本建築学会大会（東北）2018 年９月

防水アーカイブズに関する研究
日本建築学会大会で発表された防水アーカイブズ研究報告

2014 年

＜ 報文の標題・番号は発表時のまま記載 ＞
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　桑田恵美、松尾隆士、田中享二
要旨：わが国の防水は 100 年を超える歴史を持っている。
この間多くの材料・工法が開発され、多くの人が関与し、
現在に至っている。ただこれら情報を保存する習慣、それ
を受け止める仕組みがなかったため、貴重な防水遺産が散
逸・消失し、現在もその状況が続いている。防水アーカイ
ブズにおける収集対象は大きくは「ひと」、「もの」そして「文
書」であり、田中主査は中でも「ひと」情報を重視してい
る。ここではそれらの収集成果を報告した。

● 防水アーカイブズに関する研究　
その６　アスファルトルーフィング類における原紙・原反
の変遷１　原紙
　1625　日本建築学会大会（東北）2018 年９月
　関原克章、田中享二、松尾隆士、中沢裕二
要旨：アスファルト防水層は、アスファルトルーフィング
と防水工事用アスファルトの積層により構成されている。
防水層はアスファルトにより防水性が確保され、ルーフィ
ング類の原紙・原反が物理的性状に大きく寄与している。
わが国で製造されたルーフィング類の基材の変遷は、アス
ファルト防水層の性能向上の過程を知る上で意義深い。本
報では、ルーフィング類の基材の変遷の概要と明治期から
ルーフィング類に用いられている原紙の変遷について報告
している。
　アスファルトルーフィングは昭和初期まで主に米国から
の輸入品に依存していたが、近代工業の勃興と発展により
国産品に移行してきた。また、勾配屋根の下葺き材として
現在も主流の座を占めていることを示した。

● 防水アーカイブズに関する研究　
その７　アスファルトルーフィング類における原紙・原反
の変遷２　合成繊維不織布原反
　1626　日本建築学会大会（東北）2018 年９月
　中沢裕二、田中享二、松尾隆士、関原克章
要旨：明治期から現在に至るまで、原紙を基材としたアス
ファルトルーフィングは保護防水層を中心として使用され
ている。しかし、アスファルトルーフィングの原紙は、故
紙、麻や綿などの襤褸（らんる（ボロ布））の短繊維を水
中に分散させ、漉いて製造する湿式製法のため、引張性能
などの機械的強度に劣る。また、水分や湿気を吸収しやす
く、寸法安定性や耐腐朽性に劣るなどの欠点があった。そ
のため、明治後期より麻布などの織布や金網をアスファル
トルーフィングの基材として用いるなどの提案がなされて
きた。本報では、合成繊維不織布を基材として用いたルー
フィング類の開発の背景とその特性についての調査で得ら
れた資料を基に報告している。

● 防水アーカイブズに関する研究　
その８　シーリング専門工事業関連資料収集状況－１
　1513　日本建築学会大会（東北）2018 年９月
　飯島義仁、田中享二、寺内　伸、野口　修、松尾隆士
要旨：霞が関ビルのプロジェクトは日本のシーリング施工
において記念碑的存在であり、シーリング施工専門工事業
や日本シーリング工事業協同組合連合会誕生のきっかけに
なったと考えられる。この前後の製造会社とシーリング専
門工事業との関係について、日本シーリング材工業会など
に残る資料をもとに報告した。また油性コーキング材、弾
性シーリング材および日本住宅公団仕様書などについて明
らかにした。

● 防水アーカイブズに関する研究　
その９　シーリング専門工事業関連資料収集状況－２
　1514　日本建築学会大会（東北）2018 年９月
　野口　修、田中享二、寺内　伸、飯島義仁、松尾隆士
要旨：日本を代表するシーリング工事会社㈱マサルに保管
されている現時点で最古の施工仕様書・要領書を検証して
いる。資料からは 1970 年までは製造会社が直接シーリン
グ工事を受注しており、製造会社自身が発行した施工仕様
書が採用されている。その後は、施工専門業者で作成され
た施工要領書に基づき施工されることになった。製造会社
が受注した最後の大型物件は、日本添加剤工業（責任者・
小林茂之氏、元日立化成）の朝日東海ビル（元請・清水建
設）であることなどを明らかにした。
　さらに 1955 年油性コーキング材の国内生産が開始さ
れ、1961 年油性コーキング材の JIS が制定された。また、
日本住宅公団の仕様書に記載されたことなどを契機とし
て、1962 年日本コーキング協会（初代会長国生祐作､ 昭
和化工）設立準備委員会が組織され、翌年 11 社で設立さ
れたなど、施工団体設立の経緯を詳細に報告している。

2019 年
● 防水アーカイブズに関する研究　
　その 10　霞が関ビルのメンブレン防水の概要
　1497　日本建築学会大会（北陸）2019 年９月
内藤龍夫、名取健太郎、松尾隆士、田中享二
要旨：我が国最初の超高層ビルである霞が関ビル（高さ
147m、地上 36 階建）は着工後３年という短期問で 1968 
年に完成してから、既に 50 年以上が経過している。その
間に多くの生産技術・施工技術が開発された。
　霞が関ビルの防水仕様の決定に当たっては、防水施工箇
所を高層部（屋上階、設備機械階、各階バルコニー）と低
層部（人工地盤、地下駐車場等）に分け、地震時の揺れへ



13

の対応の要否、高層に伴う強風時に対応できる防水仕様の
選定、及び施工面からは高所作業のため、資材の揚重・運
搬時の作業効率、安全性及び保守面が容易であることを重
点に置いて検討した結果、仕様が決定された。その概要を
報告している。

● 防水アーカイブズに関する研究　
その 11　霞が関ビルの屋上防水層の納まりと施工
　1498　日本建築学会大会（北陸）2019 年９月
　名取健太郎、内藤龍夫、松尾隆士、田中享二
要旨：前報、防水アーカイブズ研究その 10（霞が関ビル
メンブレン防水の概要）に引き続き、その 11 として霞が
関ビルメンブレン防水のうち屋上防水について報告。公共
工事標準仕様書（平成 28 年度版）による屋根保護防水密
着工法（A―1）、(A―2）と霞が関ビル屋上防水工法と比
較している。当時、熱アスファルト８層防水工法と呼称さ
れ霞が関ビルで採用された仕様はルーフィングが３層で、
そのうちの 1 層に特殊ルーフィングが使用されており、性
能上からは（A―I）（A―2）の間に位置していると思われる、
としている。
　竣工後 50 年以上経過しているが、材質的には殆んど劣
化も無く、また、漏水等の不具合も生じていない。

● 防水アーカイブズに関する研究
その 12　都市再生機構（旧日本住宅公団）の防水仕様書
類の変遷と防水保証について
　1499　日本建築学会大会（北陸）2019 年９月
　矢内泰弘、田中享二、松尾隆士、中沢裕二、森田喜晴
要旨：日本住宅公団は 1955 年７月に設立され、住宅及び
宅地の供給を行ってきたが、1981 年 10 月１日住宅・都
市整備公団法により解散．業務は住宅・都市整備公団に
承継された後、1999 年 10 月に都市基盤整備公団を経て、
さらに地域振興整備公団の地方都市開発整備部門と統合し
て 2004 年都市再生機構へ移管された。
　日本住宅公団が設立された 1955 年の 11 月には『工事
共通仕様書』が制定された。以降、概ね３年ごとの改訂を
経て平成 17(2005) 年版で廃止された。『保全工事共通仕
様書』は昭和 59(1984) 年版から改修工事に対応する形で
制定され、現在に至っている。今回の報告は、WG の調査
で得られた資料を基に、都市再生機構の防水仕様の変遷の
概要と、その中で特に重要と思われる 10 年間の防水保証
について経緯と意義を考察している。

● 防水アーカイブズに関する研究
その 13　防水工事用アスファルトの変遷
　1500　日本建築学会大会（北陸）2019 年９月

　関原克章、田中享二、松尾隆士、中沢裕二
要旨：防水層の性能は防水工事用アスファルトの性状及び
ルーフィング類の物理的性状が大きく影響をする。前年
行った「ルーフィング類の基材の変遷」に続いて、本報で
は防水工事用アスファルトの明治初期からの変遷について
調査、結果を次のように報告した。
①始まりは、天然アスファルトを漆喰のように塗りつける
防湿目的が主であった。地下室の床、壁、屋根へ塗布して
いた。
②原油の精製が始まり、副産物のアスファルトピッチが生
産されるようになり、天然アスファルトと混合し品質も安
定し需要が拡大した。
③アスファルトの塗布のみの欠点を補うため、フェルト、
ルーフィング、麻布等との併用が始まった。
④建築学会仕様書の雑工事にアスファルト防水が仕様化さ
れた。
⑤ブローンアスファルトが国産化され、品質が規格化され
た。
⑥昭和３年日本建築学会標準仕様が防水防湿工事として制
定され、初めてアスファルトの品質が規定された。
規格項目は針入度、溶融点（環球法）、伸度の３項目であっ
た。
⑦防水用に適したアスファルトコンパウンドが出現。感温
性を改善し、ダレにくいものへ。
⑧触媒ブローンアスファルトが開発され、防水工事用アス
ファルトの JIS が制定。ＰＩ値、フラース脆化点、ダレ長
さ及び加熱安定性が防水工事用として追加規格化された。
⑨ 2005 年 JASS ８まで、アスファルトの大きな変更は無
かった。
⑩環境対応防水工事用アスファルトが開発され、施工環境
が改善された。

● 防水アーカイブズに関する研究
その 14　シーリング材練混ぜ機関連資料収集状況 その１
　1521　日本建築学会大会（北陸）2019 年９月
　飯島義仁、野口　修、寺内　伸、松尾隆士、田中享二
要旨：既報の「霞が関ビル CW シーリング施工関連」、「シー
リング施工専門工事業関連の資料収集状況」に関連して、
練混ぜ機の開発等の経緯と使用状況の変遷について発表し
た。
　日本で最初に登場した弾性シーリング材は、２成分形ポ
リサルファイド系である。戦前に開発されたポリサルファ
イドは、戦後ニューヨークの国連ビルのガラス回りなどに
使用された。日本には 1954 年にポリマーが、1958 年頃
から製品が輸入され、自動車商社・槌⾕商店等が販売して
いた。海外の建築用シーリング材はほとんどが 1 成分形で
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ある。日本に 2 成分形が持ち込まれた理由は、時間のかか
る船便では当時の１成分形は貯蔵安定性に問題があったた
めと推定される。輸入製品はほとんどが１㎏⽸で、主な用
途は自動車のガラス回りガスケットの補修であった。練混
ぜは、⽸の中の材料を棒状のもので手練りし、ガスケット
のつなぎ目にヘラで施工していた。

● 防水アーカイブズに関する研究
その 15　シーリング材練混ぜ機関連資料収集状況 その２
　1522　日本建築学会大会（北陸）2019 年９月
　野口　修、飯島義仁、寺内　伸、松尾隆士、田中享二
要旨：前報のシーリング材練混ぜ機関連資料収集状況その
１で、日本における２成分形シーリング材の登場とともに
練混ぜ機が登場したこと、最初の超高層・霞が関ビルにお
いて指摘された練混ぜの問題点などについて報告した。本
報告は、その練混ぜ機の発展とその後の変遷についての報
告である。

2020 年
● 防水アーカイブズに関する研究
明治期における防水工事用アスファルト関連の研究報告に
関する調査（その１）
　1369　日本建築学会大会（関東）2020 年９月
　関原克章、寺内　伸、中沢裕二、松尾隆士、森田喜晴、　
　田中享二
要旨：前年、防水アーカイブズに関する研究の一環として、
防水工事用アスファルトの変遷について報告しているが、
その中で明治黎明期のアスファルトに関する資料として、
黒澤利八、入来重彦、田村健二、村岡坦らの研究報告につ
いて概要を述べている。鎖国が終了し欧米からの技術導入
が盛んになった明治期におけるアスファルトの研究資料は
数多い。著者らは上記経緯により昨年に引き続き、さらな
る明治期の主として建築および化学関連の研究資料を収集
し、アスファルトが防水の基本原料として使用に至った経
緯を調査した。本報文は時代背景、執筆者の専門技術と報
告の意図と欧米の文献資料を含めそれらの引用状況を具体
的に報告している。

● 防水アーカイブズに関する研究
明治期における防水工事用アスファルト関連の研究報告に
関する調査（その 2）
　1370　日本建築学会大会（関東）2020 年９月
　寺内　伸、関原克章、中沢裕二、松尾隆士、森田喜晴、
　田中享二
要旨：前報に引き続き明治期のアスファルト防水に関連し

た資料の具体的な記述内容の報告である。重要な記録・資
料を保存・活用し、未来に伝達するアーカイブズの基本方
針に則り、欧米の情報が一挙に流入した明治黎明期のアス
ファルトの情報を収集・保存することはアーカイブズの不
可欠な業務であると考える。資料文献について産地・産出
状況、アスファルトの呼称・定義、成分の分析方法と成分
表、アスファルトの特性、用途・利用の実態、施工上の注
意点などの具体的な記述内容を表示している。

● 防水アーカイブズに関する研究
霞が関ビルの人工地盤防水層の納まりと施工⑴
　1371　日本建築学会大会（関東）2020 年９月
　内藤龍夫、名取健太郎、松尾隆士、田中享二
要旨：霞が関ビルでは、建物を高層化することにより敷地
内に余裕が生ずるため、広場を設けて緑化を図り、周辺低
層部の屋上に人工地盤を設けて、公共の広場として一般に
開放できる等、大きなメリットが生じた。
　このことを施工面からみると、建物規模、構造の異なる
高層・低層の建物が共存するため、それぞれの特徴を生か
し、総合施工計画の基に工程計画、作業動線及び揚重計画
等をより綿密に立案し実行することが要求される。特に人
工地盤工事では、面積が広いうえに防水、タイル貼りや植
栽関連工事等を短期間に、天候の良し悪しに係わらず一定
の品質を確保しなければならない。更に、構造面からは高
層と低層との建物では、建物重量と基礎・地盤性状の相違
による不同沈下についての対応、及び地震等の揺れにより
高層部と低層部との取合部の躯体に損傷を生じないために
エキスパンションジョイントを設けたり、床スラブや押え
コンクリートの熱伸縮による亀裂発生を防ぐ等の処置が必
要である。これらを含め霞が関ビル防水工事において実際
に検討し、実行した内容を報告している。

● 防水アーカイブズに関する研究
霞が関ビルの人工地盤防水層の納まりと施工⑵
　1372　日本建築学会大会　（関東）2020 年９月
　名取健太郎、内藤龍夫、松尾隆士、田中享二
要旨：前報　「防水アーカイブズに関する研究霞が関ビル
人工地盤防水層の納まりと施工⑴」に引き続き、ここでは
人工地盤の防水仕様と各部の納まり、及び施工上留意事項
等について、特に高層部と周辺低層部との取合部に採用さ
れた躯体エキスパンションジョイントの納まりと押えコン
クリートの伸縮目地について報告している。
　また、竣工後約 30 年経過した時点でタイルが石貼りに
変更になったのを機会に、漏水の有無と防水材の劣化度に
ついて調査の結果、特に問題は発生していないことも明ら
かにした。
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● 防水アーカイブズに関する研究
シーリング材の施工要領書と JASS8 防水工事
　1401　日本建築学会大会（関東）2020 年９月
　飯島義仁、野口　修、寺内　伸、松尾隆士、田中享二
要旨：本報告では、シーリング材の施工仕様書 ･ 施工要領
書の成り立ちの経緯および日本建築学会建築工事標準仕様
書 JASS8 防水工事｢シーリング工事｣との関係について行っ
た調査結果である。
　シーリング工事は､ 油性コーキング材の国内生産開始か
ら約 15 年間､ 製造会社による責任施工が主体のため施工
仕様書が使われた。その後、専門工事業体制となり施工要
領書に変っている。当時を知る人が少ない中、調査には㈱
マサル・内藤龍夫氏、福田早苗氏らが協力した。

（文責：森田喜晴）

2021 年
● 防水アーカイブズに関する研究
その 1　大石寺の防水施工に関する資料収集とアーカイブ
ズとしての意義
　1444　日本建築学会大会（東海）2021 年 9 月
　寺内　伸、飯島義仁、関原克章、中沢裕二、野口　修、　
　松尾隆士、田中享二
要旨：大石寺は宗教法人創価学会が 1972 年に建設した稀
にみる大規模な建物であったが諸般の事情により 1998 年
に取り壊された。当時の工事記録から、防水工事、シーリ
ング工事の詳細を調査し、防水アーカイブズとしての意義
について、考察している。

● 防水アーカイブズに関する研究
その 2　大石寺正本堂に用いられた防水層の詳細と考察
　1445　日本建築学会大会（東海）2021 年 9 月
　関原克章、中沢裕二、寺内伸、松尾隆士、田中享二
要旨：大石寺正本堂の防水工事はアスファルト防水、シー
ト防水、塗膜防水が施工箇所ごとに使い分けられている。
当時の日本建築学会の材料施工委員会・防水工事のメン
バーにより仕様が決定されている。主要建物は、2 重スラ
ブになっており、それぞれに防水層が設けられている。当
時の防水工事の時代背景と仕様決定までの経緯について報
告されている。　

● 防水アーカイブズに関する研究
その 3　大石寺正本堂のシーリング工事
　1446　日本建築学会大会（東海）2021 年 9 月
　飯島義仁、野口修、寺内伸、松尾隆士、田中享二
要旨：大石寺のシーリング工事の規模は、20 世紀最大と

言われており、この工事の詳細について工事記録、関係者
の座談会記録などから報告されている。シーリング材はポ
リサルファイド系とシリコーン系が使用されている。この
工事の事前検討、施工技術、専門工事業の成立等は業界発
展の重要な役割を果たしている。

● 防水アーカイブズに関する研究
霞が関ビル設備階の防水層の仕様と納まり
　1447　日本建築学会大会（東海）2021 年 9 月
　内藤龍夫、名取健太郎、諸橋由里奈、松尾隆士、田中享二
要旨：超高層建物の設備計画に際し、中間階や設備階の
位置が設定される過程と、構造上検討すべき事項、並び
に中間設備階に採用された防水層の仕様と各部の納まり
について述べている。防水は熱アスファルト防水の 4 層
仕様が採用され、機器類の振動を他階へ伝えないため防
振性の炭化コルク板を押さえコンクリートの間に挿入し
ている。

2022 年
● 防水アーカイブズに関する研究
大正～昭和初期の日本建築学会建築工事標準仕様・アス
ファルト防水工事について　
　1566　日本建築学会大会（北海道）2022 年 9 月
　関原克章、中沢裕二、寺内伸、松尾隆士、田中享二
要旨：日本建築学会が最初に建築工事仕様書を発表したの
は大正 12 年 6 月に建築雑誌への記載である。防水工事は
雑工事に分類されており、天然アスファルトのマスチック
塗りやレンガ目地への充填などが仕様となっている。その
後大正 14 年から昭和 6 年にかけ標準仕様調査委員会によ
り各工事の仕様が順次報告されている。昭和 3 年に防水
防湿工事が発表され、現在に近いアスファルト工事仕様と
なっている。その後、長期の空白期間を経て昭和 27 年現
行に近い JASS8　防水工事が制定された。

● 防水アーカイブズに関する研究
その１　霞が関ビル地下外壁の二重壁の納まりと施工
　1567　日本建築学会大会（北海道）2022 年 9 月
　名取健太郎、内藤龍夫、勝俣健、松尾隆士、田中享二
要旨：霞が関ビルに先立ち、1960 年に竣工した日比⾕三
井ビルは地下外壁と床が二重となる工事が採用されてい
る。発注者と施工者が霞が関ビルと同一であったことから、
霞が関ビルも同一の二重壁、二重床が採用された。この工
事の配置、納まりについて報告されている。またそれぞれ
の工事の留意点も述べられている。
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● 防水アーカイブズに関する研究
その２　霞が関ビル地下外壁の二重壁の調査と補修
　1568　日本建築学会大会（北海道）2022 年 9 月
　勝俣健、内藤龍夫、諸橋由里奈、松尾隆士、田中享二
要旨：前報に続き、竣工後 30 年経過時点に行った調査結
果が報告されている。二重壁としての機能は十分果たして
おり、地下防水の構法として完成度が高いことが確認でき
た。

● 防水アーカイブズに関する研究
オープンジョイント構法の研究と技術の変遷
　1569　日本建築学会大会（北海道）2022 年 9 月
　野口修、飯島義仁、寺内伸、松尾隆士、田中享二
要旨：オープンジョイント構法関連の研究発表（1965 年
～ 1997 年）が一覧表に纏められている。クローズドジョ
イントとは基本的に異なるが研究の変遷から、今後さらに
発展する可能性が指摘されている。実建物への適用事例も
紹介されている。

● 防水アーカイブズに関する研究
我が国におけるシーリング材の許容伸縮率の変遷
　1570　日本建築学会大会（北海道）2022 年 9 月
　飯島義仁、野口修、寺内伸、松尾隆士、田中享二
要旨：シーリング材は目地ムーブメントに耐えることが求
められ、応力度よりは変形率・ひずみ・伸縮率などの変形
性能に関する指標が重要である。本報ではシーリング材の
設計上不可欠な性能「許容値・設計伸縮率」が過去どのよ
うに規定されてきたか変遷が報告されている。

2023 年
●防水アーカイブズに関する研究
メンブレン防水層の性能評価試験方法の系譜
　1495　日本建築学会大会（近畿）2023 年 9 月
　清水市郎、　田中享二、　松尾隆士
要旨：防水層の評価を性能で行う研究報告の系譜を年代別
に説明している。
　1969 年（昭和 44 年）日本建築学会、建設省建築研究
振興協会による性能評価研究から始まり、2000 年（平成
12 年）日本建築学会 JASS8（防水工事）において、メン
ブレン防水層の耐久性能試験方法（案）が掲載された。こ
の間の性能評価項目について報告されている。

●防水アーカイブズに関する研究
断熱防水工法の歴史
　1496　日本建築学会大会（近畿）2023 年 9 月
　吉永  忠、関原克章、中沢裕二、田中享二、　松尾隆士
要旨：現在では、省エネルギーの観点から、断熱防水工法
が一般的になっている。古くは、昭和 8 年竣工した大阪ビ
ル南館の屋上に炭化コルク板を防水層の上に敷設し、建物
には防水のみならず断熱の重要性が強調されている。
　本報告は合成樹脂系断熱材（硬質ウレタン、ポリスチレ
ン、ポリエチレン）の変遷について纏められている。
　また断熱防水として、仕様化された変遷について報告さ
れている。

●防水アーカイブズに関する研究
我が国における建築用シーリング材の変遷
　1497　日本建築学会大会（近畿）2023 年 9 月
　野口  修、飯島義仁、寺内  伸、田中享二、　松尾隆士
要旨：1950 年代の油性コーキング材及びポリサルファイ
ドシーリング材の輸入から始まり、各種シーリング材が国
産化された変遷が年代別に、また種類、生産量及び現在の
シェアー率が年表に纏められている。
　我が国では 1960 年日本住宅公団による油性コーキング
材の共通仕様書への採用と 1968 年竣工の霞が関ビルにポ
リサルファイド系シーリング材が採用されたことから大き
く発展したことが報告されている。

●防水アーカイブズに関する研究
シーリング材の最適断面形状の研究の経緯と標準化の変遷　　
　1498　日本建築学会大会（近畿）2023 年 9 月
　飯島義仁、野口  修、寺内  伸、田中享二、　松尾隆士
要旨：シーリング材の接着剥離の防止、耐久性に大きくか
かわっている最適断面形状の研究の変遷と標準化について
報告されている。
　シーリング目地設計における断面形状の重要性について
①目地断面を凹レンズ状（鼓型）にする方法②目地断面を
正方形ではない矩形状にする方法の 2 点に関し、研究の変
遷と標準化の経緯が詳細に纏められている。

（文責：関原克章）
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